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概  要 

 

 我が国の生活排水処理は、国内の総電力の 1％に近いエネルギー消費ととも

に、増殖した微生物（汚泥）が廃棄物となる。我が国の小規模事業所は、敷地

面積が確保できない等の理由から排水処理施設が未設置の場合が多い。開発途

上国では生活排水ですら、90％以上が垂れ流しの状態である。これらの環境

負荷を、それぞれのニーズに応えられる排水処理システムを提案する。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 従来型の排水処理である浮遊性微生物を用いる活性汚泥法は、長年の経験で

培われてきた丁寧な維持管理のうえで、程度の良い処理水を得られる。しかし、

エネルギー消費、廃棄物発生、微生物量の増加（高速化）、増殖速度の低い微

生物の保持（適用排水種の拡大）、微生物と処理水の分離などに問題を抱え、

現〜次世代の社会ニーズに応えられない。 

本技術の 

有用性 

 排水処理は、排水が発生する場所によって、水質、消費エネルギー、維持管

理、処理時間（設置面積とほぼ同意）、創エネルギーなどのニーズが異なる。

我々の研究グループが有する新規なバイオリアクターは、生物膜を高度に駆使

し、様々なニーズに応えられる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
各種有機物排水、窒素含有排水、メタン生成型排水処理 

実証実験の実績：生活排水、産業排水 
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